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〔記入注意〕

※楷書で大きくはっきりと記入して下さい。（特に特別な字体があるとき）
※外字等特別な字体がある場合は、検索用の一般的な文字を右の*枠にご記入ください。

※　通称名は住民票の写し（H24.7.9在留管理制度）に記載されているものを記入してください。（ペンネームは不可）

※該当する番号に○をつけてください。

愛知県　二級・木造建築士 ※受付番号 ※写真番号

免許申請書　［新規用］ ※記入しない ※記入しない

氏名フリガナ３文字
（カタカナ）

太線内をご記入ください
※申請日付を記入 愛建第６様式

見
出 ケ

二級
木造 建築士住所等の届出ン チ XX 日

明大
昭平 X

※以下の
コードも記
入してくださ
い。（右詰）

ふ り が な けんちく　たろう 生
年
月
日

本籍

性
別 男氏 名 建築　太郎

届出日 令和 6 年 12 月

日年 10 月 10

住所

住 所

〒
都道府県コード

愛知
都道
府県 　名古屋市中区栄2-10-19　名古屋商工会議所ビル9階

2

2 3

ふ り が な 　　あいちけん　　　　なごやしなかくさかえ　　　　　なごやしょうこうかいぎしょ

　栄二丁目10番19号
※住民票の
通りに記載

都道府県コード

本 籍 愛知 都道
府県 名古屋

区
市
郡

中
区
町
村

号 登録年月日 年 月 日
業務の種別

3

登 録 番 号
都道
府県 第

※記入しない 090 111X 222X

1 3 業務の種別
　１．建築設計（2及び3を除く。）　２．構造設計　３．設備設計　４．積算　５．工事監理又は工事の指導監督　６．現場管理
　７．技能労務　８．調査又は鑑定　９．手続代理　１０．敷地選定等の企画　１１．研究又は教育　１２．行政　１３．その他

勤
務
先

名　称
※現在、在学中の方は「学生」と記入。（校名記入不要） 　※一つだけに○印

学生

勤務先

所在地

〒
都道府県コード 都道

府県 　　　　　　　　　　　学生の場合は未記入

学歴等区分 必要実務経験 写真

１．業務の種別及び勤務先の欄は、建築に関する業務に従事しているときに記入してください。
２．業務種別欄は、該当する数字を○で囲んでください。２種以上の業務に従事しているときは、主に従事しているもの一つを○で囲んでください。
３．建築士事務所に勤務しているときは、その事務所の開設者名を勤務先の名称の欄に併記してください。
４．見出し欄には、氏名の最初の３音をカナで記入してください。

※「二級・木造建築士住所等の届出」との重複項目もご記入ください。 ※申請書裏面と同じ区分

合格年

0 5 0 6 5 K
令和

建築士区分 合格年月日 合格番号

平成
0 6 1 2

昭和 年 月 日

2 　裏面に申請都道府県
名と氏名を記入して貼
付してください。

フリガナ 　ケンチク フリガナ 　タロウ ＊

4 C 1 2 3 4

1 　二級

2　 木造

郎 3 　貼付した写真は免許
証明書に転写されま
す。

受験番号

56 0　年

1 　６ヶ月以内に撮影した
無帽、無背景、正面の
縦4.5cm、横3.5cmの写
真

□　外字使用

□　新字了承

外国籍

旧姓・通称名の併記 　　併記を希望する方は、以下の旧姓あるいは通称名欄にご記入ください。

フリガナ フリガナ

建築物の建築に関し罪を犯して罰金の刑に処せられたことがあります。

3
建築士法第９条第１項第４号又は第１０条第２項の規定により一級建築士、
二級建築士又は木造建築士の免許を取り消されたことがあります。

旧姓 通称名

4
建築士法第１０条第１項の規定による業務の停止の処分を受け、その停止
の期間中に建築士法第９条第１項第４号の規定により一級建築士、二級建
築士又は木造建築士の免許を取り消されたことがあります。

※個人情報保護について
　１）記入された内容は個人情報保護法に基づき適切な方法で管理します。
　２）記入された内容は二級・木造建築士名簿（建築士データベース）に
　　　記録・管理され、カード型免許証明書の作成及び閲覧（二級・木造
　　　建築士名簿の登録事項のみ公開）に利用する以外の目的としては
　　　使用しません。

被写体が暗いものや
不鮮明なものは受付
できません

姓 名建 築

5
精神の機能の障害により、二級建築士又は木造建築士の業務を適正に行
うに当たって必要な認知、判断及び意思疎通を適切に行うことがことができ
ない状態です。

欠格事由

国名コード 国名 1 禁錮以上の刑に処せられたことがあります。

2

※合格発表日

太

事務連絡欄


